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付
け
ら
れ
た
清
明
加
那
志
と
、
山
を
築
け
と
仰
せ
付
け
ら
れ
た
大
本
様

の
二
神
が
天
か
ら
降
り
て
来
ら
れ
た
。
清
明
様
は
広
い
海
の
中
に
あ
っ

た
小
さ
い
岩
に
降
り
ら
れ
た
。
そ
の
岩
は
ア
ガ
リ
＝
パ
イ
ザ
ー
シ
の
岩

と
言
わ
れ
、
島
の
中
央
部
の
清
明
御
嶽
の
東
方
に
あ
る
。
そ
の
岩
を
中

心
と
し
て
付
近
の
石
や
砂
利
や
砂
土
を
盛
り
上
げ
て
作
ら
れ
た
の
が
竹

富
島
で
あ
る
。
大
本
様
は
大
本
山
を
築
き
、
そ
の
山
の
上
に
住
み
、
清

明
様
は
竹
富
島
を
造
っ
て
島
の
元
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
大
本
様
か
ら

の
連
絡
で
、
折
角
島
を
造
る
の
に
そ
ん
な
小
さ
な
島
を
作
っ
て
は
困

る
、
私
と
協
力
し
て
も
っ
と
大
き
な
島
を
造
る
こ
と
に
し
よ
う
と
の
こ

と
で
、
大
石
垣
島
す
な
わ
ち
石
垣
島
が
造
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
次
々
と

島
が
造
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
八
つ
の
島
が
造
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
八
重

山
島
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

今
日
、「
八
重
山
諸
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
島
嶼
地
域
は
、
有
人
島
と

無
人
島
を
あ
わ
せ
て
三
〇
を
超
え
る
島
々
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
地
理

的
に
は
こ
の
「
八
重
山
創
世
神
話
」
が
説
く
よ
う
な
「
八
重
山
」
の
原
義

か
ら
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
上
記
は
竹
富
島
と
石
垣
島

の
創
世
神
話
で
も
あ
る
が
、
現
在
で
も
八
重
山
諸
島
に
は
、
八
重
山
諸
島

を
構
成
す
る
島
ご
と
に
、
上
記
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
歴
史
と
と
も

に
独
自
の
民
話
や
伝
説
が
語
り
伝
え
ら
れ
、
独
特
の
祭
祀
、
芸
能
が
守
り

続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
八
重
山
諸
島
の
持
つ
独
自
の
歴
史
や
独
特
の
文

化
に
つ
い
て
、
と
く
に
石
垣
島
と
竹
富
島
に
焦
点
を
当
て
て
ま
と
め
て
い

き
た
い
。

八
重
山
諸
島
の
歴
史
と
文
化

―
―
石
垣
島
と
竹
富
島
を
中
心
に
―
―

国
際
文
化
学
科

　
今
　
林
　
直
　
樹

は
じ
め
に

１
．
八
重
山
諸
島
の
地
理

２
．
八
重
山
諸
島
の
歴
史
―
一
四
～
一
六
世
紀
を
中
心
に
―

３
．
八
重
山
諸
島
の
文
化
―
神
話
・
伝
説
・
民
話
を
中
心
に
―

４
．
八
重
山
研
究
を
支
え
た
人
々

お
わ
り
に

註

は
じ
め
に

　

宮
古
諸
島
と
あ
わ
せ
て
「
先
島
」
と
総
称
さ
れ
る
八
重
山
諸
島
は
、
地

理
的
に
は
沖
縄
の
中
心
都
市
で
あ
る
那
覇
か
ら
四
〇
〇
㎞
以
上
も
離
れ
て

位
置
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
沖
縄
本
島
と
は
異
な
る
独
自
の
歴
史
と
、

独
特
の
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。

　

こ
の
「
八
重
山
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
話
が
残
っ
て

い
る
（
１
）。

　

昔
、
天
加
那
志
大
明
神
よ
り
人
間
の
住
む
島
を
造
っ
て
こ
い
と
仰
せ
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代
表
が
竹
富
島
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
形
の
違
い
は
農
業
の
違
い
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
水
資
源
が
豊
富
な
「
高
島
」
で
は
水
田
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ほ
ど
水
資
源
が
豊
富
で
は
な
い
「
低
島
」
で
は
畑
作
の
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。「
高
島
」
で
あ
れ
「
低
島
」
で
あ
れ
、
そ
こ
に
人
が
居
住

す
る
以
上
、
農
業
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
の
た
め
に
も
水
資
源
は

不
可
欠
で
あ
る
。
八
重
山
諸
島
は
「
台
風
銀
座
」
の
異
名
を
持
ち
、
毎
年

六
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
数
個
の
台
風
が
上
陸
す
る
こ
と
か
ら
、
と
か

く
台
風
の
被
害
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
「
雨

乞
い
の
儀
礼
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
台
風
が
も
た
ら
す

雨
は
「
恵
み
の
雨
」
と
も
な
っ
て
い
る
。
八
重
山
諸
島
の
気
候
は
亜
熱
帯

海
洋
性
気
候
で
あ
り
、
例
え
ば
、
石
垣
市
の
年
間
平
均
気
温
は
二
三
～

二
四
度
と
暖
か
い
。
こ
の
よ
う
な
亜
熱
帯
性
気
候
の
島
に
暮
ら
す
人
々
に

と
っ
て
は
む
し
ろ
干
ば
つ
や
水
不
足
こ
そ
が
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ

の
事
情
は
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
石
垣
島
と
竹
富
島
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　

石
垣
島
は
八
重
山
諸
島
の
行
政
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
八

重
山
諸
島
の
他
の
島
々
へ
の
交
通
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。
地
形
的
に

は
「
高
島
」
で
あ
り
、
島
の
主
要
部
が
ほ
ぼ
正
方
形
を
な
し
て
い
て
、
そ

の
南
部
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る
。
主
要
部
の
中
心
に
聳
え
る
の
が
沖
縄

最
高
峰
の
於
茂
登
岳
で
あ
り
、
そ
の
山
麓
か
ら
宮
良
川
が
流
れ
て
い
る
。

主
要
部
の
西
北
部
の
川
平
地
区
と
崎
枝
地
区
に
は
、
通
称
で
川
平
半
島
と

屋
良
部
半
島
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
半
島
が
伸
び
て
お
り
、
風
光
明
媚
な
川

平
湾
、
崎
枝
湾
、
名
倉
湾
を
形
成
し
て
い
る
。
主
要
部
の
東
北
部
に
は
平

　

以
下
、
は
じ
め
に
八
重
山
諸
島
の
地
理
を
概
観
し
た
後
、
八
重
山
諸
島

の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
ま
と
め
、
最
後
に
八
重
山
研
究
を
支
え
た
人
々

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

１
．
八
重
山
諸
島
の
地
理（
２
）

　

先
述
の
と
お
り
、
八
重
山
諸
島
は
有
人
島
と
無
人
島
を
あ
わ
せ
て
三
〇

を
超
え
る
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
二
〇

一
三
年
の
時
点
で
、
有
人
島
に
は
石
垣
島
（
石
垣
市
）、
竹
富
島
、
西
表

島
、
小
浜
島
、
黒
島
、
新
城
島
（
上
地
と
下
地
）、
鳩
間
島
、
由
布
島
、
波

照
間
島
、
嘉
弥
真
島
（
以
上
、
竹
富
町
）、
与
那
国
島
（
与
那
国
町
）
な
ど
、

計
一
二
の
島
々
が
あ
り
、
無
人
島
に
は
大
地
離
島
、
平
離
島
、
尖
閣
諸
島

（
以
上
、
石
垣
市
）、
仲
御
神
島
、
内
離
島
、
外
離
島
、
赤
離
島
（
以
上
、
竹

富
町
）、
祖
納
地
崎
（
与
那
国
町
）
な
ど
、
計
二
〇
の
島
々
が
あ
る
。

　

上
記
有
人
島
の
う
ち
、
最
も
面
積
の
大
き
い
島
が
西
表
島
（
二
八
九
・

二
七
㎢
）
で
あ
り
、
次
い
で
石
垣
島
（
二
二
二
・
四
八
㎢
）
で
あ
る
。
波
照

間
島
は
日
本
最
南
端
の
島
で
あ
り
、
ま
た
与
那
国
島
は
日
本
最
西
端
の
島

で
あ
る
と
と
も
に
、
台
湾
と
の
距
離
が
わ
ず
か
一
一
一
㎞
と
い
う
国
境
の

島
で
も
あ
る
。

　

八
重
山
諸
島
の
島
々
は
、
そ
の
形
状
か
ら
「
高
島
」
と
「
低
島
」
に

分
類
で
き
る
。「
高
島
」
は
標
高
五
〇
〇
ｍ
前
後
の
高
い
山
と
川
が
あ

る
島
で
あ
り
、
石
垣
島
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
石
垣
島
に
は
、
標
高
五
二

五
・
五
ｍ
で
、
沖
縄
で
最
高
峰
の
於
茂
登
岳
が
あ
り
、
そ
の
山
麓
か
ら
宮

良
湾
に
流
れ
込
む
宮
良
川
が
あ
る
。「
低
島
」
は
隆
起
珊
瑚
礁
か
ら
な

り
、
山
が
あ
っ
て
も
標
高
が
一
〇
〇
ｍ
未
満
で
あ
り
、
川
は
な
い
。
そ
の
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ら
れ
て
成
立
し
た
（
５
）。
察
度
は
、
一
三
七
二
年
、
琉
球
と
し
て
初
め
て
明
に

入
貢
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
（
６
）。
宮
古
と
八
重
山
が
中
山
に
入
貢
し
た
理

由
に
は
、
中
山
が
察
度
の
も
と
で
勢
力
を
強
め
て
い
る
と
い
う
政
治
的
背

景
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
一
四
世
紀
末
頃
か
ら
八
重
山
諸
島
は
、
宮
古
諸
島
と

と
も
に
、
沖
縄
本
島
を
中
心
と
す
る
中
山
、
後
の
琉
球
王
国
の
版
図
に
組

み
込
ま
れ
て
い
き
、
第
二
尚
氏
王
統
三
代
目
の
尚
真
の
時
代
に
琉
球
王
国

の
先
島
支
配
が
確
立
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た

の
が
一
五
〇
〇
年
に
石
垣
島
で
起
こ
っ
た
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
」
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
石
垣
島
で
は
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
、
竹
富
島
で
は
西に
し

塘と
う

が

現
れ
、
八
重
山
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

⑴　

石
垣
島

　
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
」
に
つ
い
て
、『
球
陽
』
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
（
７
）。

　

八
重
山
は
、
洪
武
年
間
よ
り
以
来
、
毎
歳
入
貢
し
て
敢
へ
て
絶
た

ず
。
奈
ん
せ
ん
、
大
浜
邑
の
遠
弥
計
赤
蜂
保
武
川
、
心
志
驕
傲
に
し

て
、
老
を
欺
き
幼
を
侮
り
、
遂
に
心
変
を
致
し
て
謀
叛
し
、
両
三
年

間
、
貢
を
絶
ち
て
朝
せ
ず
。

　

引
用
文
中
に
「
遠お

弥や

計け

赤あ
か

蜂は
ち

保ほ

武ん
が

川わ
ら

」
と
あ
る
の
が
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ

（
以
下
、
ア
カ
ハ
チ
）
の
こ
と
で
あ
る
（
８
）。

　

一
五
世
紀
末
頃
に
は
、
八
重
山
諸
島
は
群
雄
割
拠
の
時
代
を
迎
え
て
い

久
保
半
島
（
伊
原
間
以
北
）
が
伸
び
て
お
り
、
そ
の
先
端
に
は
平
久
保
灯

台
が
あ
る
。
ま
た
、
石
垣
島
北
部
に
は
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」（
後
述
）
の

伝
説
で
知
ら
れ
る
野
底
岳
（
標
高
二
八
二
・
四
ｍ
）
が
あ
る
。

　

竹
富
島
は
周
囲
が
わ
ず
か
九
・
二
㎞
の
「
低
島
」
で
あ
る
。
人
口
は

三
〇
〇
人
程
度
で
あ
る
が
、
島
全
体
が
国
立
公
園
に
な
っ
て
お
り
、「
星

の
砂
」
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
島
の
至
る
と
こ
ろ
に
御
嶽
が

あ
り
、
御
嶽
や
年
中
行
事
に
関
す
る
数
多
く
の
祭
祀
や
芸
能
が
残
っ
て
い

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
種
子
取
祭
は
竹
富
島
最
大
の

祭
祀
で
あ
り
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
集
落
は
島
の
中
心
部
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
全
体
が
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
島
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
ン

サ
ー
織
が
伝
統
的
工
芸
品
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
小
さ
い
な
が
ら
も
全

国
で
も
唯
一
と
言
っ
て
い
い
珍
し
い
島
な
の
で
あ
る
。

２
．
八
重
山
諸
島
の
歴
史
―
一
四
～
一
六
世
紀
を
中
心
に
―

　

八
重
山
諸
島
が
沖
縄
の
歴
史
に
登
場
し
て
く
る
の
は
一
四
世
紀
末
の
こ

と
で
あ
る
。
琉
球
王
府
が
編
纂
し
た
史
書
で
あ
る
『
球
陽
』
に
は
、

一
三
九
〇
年
に
宮
古
と
八
重
山
が
沖
縄
本
島
の
中
山
に
初
め
て
入
貢
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
当
時
の
沖
縄
本
島
は
中
山
、
山
北
、
山
南
と
い

う
三
つ
の
勢
力
に
分
か
れ
て
抗
争
が
展
開
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
三
山

鼎
立
」
と
呼
ば
れ
る
分
裂
時
代
に
あ
っ
た
（
４
）。
当
時
の
中
山
王
は
察さ
っ

度と

で

あ
っ
た
。
こ
の
察
度
に
始
ま
る
察
度
王
統
は
、
沖
縄
史
に
お
け
る
舜し
ゅ
ん

天て
ん

王

統
、
英え
い

祖そ

王
統
に
続
く
三
番
目
の
王
統
で
あ
り
、
一
三
五
〇
年
、
当
時
、

浦
添
按
司
で
あ
っ
た
察
度
が
、
英
祖
王
統
五
代
目
の
西せ
い

威い

か
ら
王
位
を
譲
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に
は
「（
仲
宗
根
が
）
赤
蜂
と
和
睦
せ
ず
。
赤
蜂
、
将
に
宮
古
を
攻
め
ん
と

し
て
二
島
騒
動
す
」
と
あ
り
（
（（
（

、
ア
カ
ハ
チ
が
宮
古
と
も
勢
力
争
い
を
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
八
重
山
と
宮
古
の
関
係
か
ら
ア

カ
ハ
チ
の
乱
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（（
（

。

　

八
重
山
諸
島
の
諸
勢
力
に
お
い
て
、
ア
カ
ハ
チ
を
支
持
し
た
首
長
は
い

な
か
っ
た
。『
球
陽
』
に
よ
る
と
、
石
垣
地
域
の
長
田
大
翁
主
や
波
照
間

島
の
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
は
ア
カ
ハ
チ
に
従
わ
な
か
っ
た
。
長
田
は
ア
カ
ハ

チ
と
戦
っ
て
敗
れ
、
西
表
島
の
古
見
山
に
逃
げ
た
。
明
宇
底
は
ア
カ
ハ
チ

の
派
遣
し
た
使
者
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
（
（（
（

。『
ひ
る
ぎ
の
一
葉
』
に
は
、
長

田
に
従
っ
て
い
た
仲
間
満
慶
山
が
ア
カ
ハ
チ
の
襲
撃
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、

長
田
が
仲
間
満
慶
山
の
死
を
深
く
嘆
い
て
「
余
ガ
右
手
ヲ
切
断
サ
ル
」
と

人
に
語
っ
た
と
い
う
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
う
し
た
ア
カ
ハ
チ
優
勢
と
い
う
戦
局
を
転
換
さ
せ
た
の
が
、
宮
古
島

の
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
で
あ
っ
た
。
先
述
の
と
お
り
、
仲
宗
根
は
ア
カ
ハ

チ
と
勢
力
争
い
を
し
て
お
り
、
ア
カ
ハ
チ
優
勢
と
い
う
八
重
山
の
状
況
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
仲
宗
根
は
こ
の
こ
と
を
琉
球
王
府
に

伝
え
、
王
府
は
ア
カ
ハ
チ
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
士
卒
を
三
〇
〇
〇

余
人
、
軍
船
を
大
小
あ
わ
せ
て
四
六
隻
派
遣
し
、
仲
宗
根
が
そ
れ
を
先
導

し
た
（
（（
（

。
大
里
親
方
を
総
大
将
と
す
る
王
府
軍
は
、
ア
カ
ハ
チ
に
手
こ
ず
り

な
が
ら
も
、
四
六
隻
の
軍
船
を
二
手
に
分
け
、
一
方
は
登
野
城
、
も
う
一

方
は
新
河
（
新
川
）
を
攻
撃
し
て
ア
カ
ハ
チ
の
勢
力
を
挫
い
た
（
（（
（

。
敗
色
が

濃
厚
と
な
っ
た
ア
カ
ハ
チ
に
つ
い
て
、『
ひ
る
ぎ
の
一
葉
』
は
、
ア
カ
ハ

チ
は
命
運
が
尽
き
た
と
し
て
大
浜
の
海
岸
に
逃
れ
、
さ
ら
に
追
撃
す
る
王

た（９
）。
石
垣
島
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
浜
地
域
を
拠
点
に
勢
力
を
拡
大
し
て

い
た
の
が
ア
カ
ハ
チ
で
あ
っ
た
。
石
垣
地
域
を
支
配
し
て
い
た
の
が
長な
ー

田た

大う

翁ふ

主し
ゅ

で
あ
り
、
そ
の
妹
で
あ
る
古こ

乙い
つ

姥は
あ

は
ア
カ
ハ
チ
の
妻
と
な
っ
て
い

た
。
川
平
地
域
に
は
仲な
か

間ま

満み
つ

慶け
ー
ま山
英え
い

極き
ょ
く、
平
久
保
地
域
に
は
平ひ
ら

久く

保ぼ

加か

那な

按あ

司じ

が
勢
力
を
得
て
い
た
。
ま
た
、
西
表
島
で
は
慶け

来ら
い

慶け

田だ

城ぐ
す
く

用よ
う

緒し
ょ

、

波
照
間
島
で
は
明み
う
す
く

宇
底
獅し

子し

嘉か

殿ど
ぅ
ん、
そ
し
て
与
那
国
島
で
は
サ
ン
ア
イ
・

イ
ソ
バ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
島
を
支
配
し
て
い
た
。

　
『
球
陽
』
は
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
」
を
琉
球
王
府
に
対
す
る
謀
叛

と
し
て
、
ア
カ
ハ
チ
の
驕
慢
に
し
て
傲
岸
不
遜
な
人
物
像
か
ら
説
明
し
て

い
る
が
、
岩
崎
卓
爾
（
後
述
）
の
著
し
た
『
ひ
る
ぎ
の
一
葉
』
に
収
録
さ

れ
た
石
垣
島
の
美
崎
御
嶽
の
由
来
に
は
「
力
役
納
税
ノ
酷
、
民
ノ
枉
屈
ヲ

救
ハ
ン
ト
欲
シ
、
曩
キ
ニ
琉
球
王
ニ
納
ム
ベ
キ
年
貢
ヲ
廃
シ
料
地
ヲ
奪
ヒ

タ
リ
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
乱
民
之
ニ
披
靡
シ
テ
気
勢
決
河
ノ
如
ク
、

堂
々
タ
ル
勇
決
他
村
ニ
殊
絶
シ
タ
リ
」
と
あ
っ
て
、
ア
カ
ハ
チ
が
琉
球
王

府
の
過
酷
な
統
治
か
ら
島
民
を
救
う
べ
く
立
ち
上
が
り
、
大
浜
地
域
の
住

民
が
ア
カ
ハ
チ
を
支
持
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、

「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
」
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
文
献
資
料
や
口
頭
伝

承
で
異
な
っ
た
立
場
か
ら
語
ら
れ
て
お
り
、
史
実
と
し
て
は
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
八
重
山
の
状
況
を
考
え
る
と
、
ま

ず
八
重
山
諸
島
、
と
り
わ
け
石
垣
島
に
お
け
る
勢
力
争
い
が
あ
り
、
そ
こ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
が
琉
球
王
国
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
か
、

す
な
わ
ち
恭
順
・
服
属
か
抵
抗
・
自
立
か
と
い
う
問
題
が
重
な
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
乱
に
は
宮

古
島
の
仲
宗
根
豊
見
親
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
球
陽
』
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記
』
の
「
国
仲
御
嶽
」
の
由
来
を
説
明
し
た
箇
所
に
は
、
西
塘
が
ア
カ
ハ

チ
の
乱
の
際
に
「
召
し
取
ら
れ
」
と
あ
り
、
そ
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
西

塘
は
捕
虜
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
議
論
が
分
か
れ
る
（
（（
（

。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
西
塘
は
、
そ
れ
以
後
、
二
五
年
間
首
里
に
滞
在
し
た
後
、
竹

富
島
に
戻
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
西
塘
が
行
っ
た
最
大
の
業
績
が
、

現
在
、
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
首
里
城
の
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
の
建
造

で
あ
る
。
西
塘
は
こ
の
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
の
完
成
を
機
に
、
帰
郷
を

願
っ
て
許
さ
れ
、
一
五
二
四
年
、
武
富
大
首
里
大
屋
子
に
任
ぜ
ら
れ
て
竹

富
島
に
帰
郷
し
た
。
な
お
、『
球
陽
』
に
よ
れ
ば
、
西
塘
は
園
比
屋
武
御

嶽
石
門
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
で
故
郷
の
竹
富
島
に
帰
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
ば
こ
の
御
嶽
の
神
を
竹
富
島
に
供
養
す
る
と
祈
っ
た
と
言
わ

れ
、
帰
郷
後
、
西
塘
は
竹
富
島
に
国
仲
御
嶽
を
建
て
、
園
比
屋
武
御
嶽
の

神
を
祭
っ
た
（
（（
（

。

　

先
述
の
と
お
り
、
ア
カ
ハ
チ
の
乱
の
後
、
八
重
山
諸
島
は
宮
古
の
仲
宗

根
豊
見
親
の
統
治
下
に
入
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
後
、
八
重
山
頭
職

で
あ
っ
た
次
男
の
真
列
金
豊
見
親
が
そ
の
暴
政
の
た
め
に
民
衆
に
よ
っ
て

王
府
に
訴
え
ら
れ
て
更
迭
さ
れ
た
上
、
宮
古
に
戻
さ
れ
た
（
（（
（

。
ま
た
、
仲
宗

根
亡
き
後
、
宮
古
頭
職
を
継
い
だ
長
男
の
中
屋
金
盛
豊
見
親
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
も
そ
の
悪
政
が
王
府
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
罰
せ
ら
れ
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
を
そ
の
前
に
病
没
し
た
（
（（
（

。
そ
の
後
、
王
府
は
満
挽
与
人
を

派
遣
し
て
八
重
山
統
治
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
が
、
一
五
二
四
年
、
西
塘
は

満
挽
与
人
に
代
わ
っ
て
武
富
大
首
里
大
屋
子
と
し
て
八
重
山
を
統
治
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

西
塘
は
、
八
重
山
統
治
の
政
庁
と
し
て
竹
富
島
の
浦
皆
治
原
に
蔵
元
を

府
軍
を
前
に
「
残
念
ト
叫
ビ
力
ヲ
入
レ
踏
ミ
シ
足
跡
ヲ
石
面
ニ
印
シ
行
跡

ヲ
暗
マ
シ
タ
リ
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
乱
の
後
、
長
田
は
古
見
大
首
里
大
屋
子
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
（（
（

。
長
田
の

妹
の
古
乙
姥
は
ア
カ
ハ
チ
に
与
し
た
と
し
て
処
刑
さ
れ
、
姉
の
真
乙
姥
は

永
良
比
金
と
い
う
神
職
を
与
え
ら
れ
て
神
人
と
な
っ
た
（
（（
（

。
宮
古
の
仲
宗
根

は
こ
の
戦
功
に
よ
り
宮
古
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
次
男
の
真
列
金
豊
見
親
は

八
重
山
頭
職
と
な
っ
た
（
（（
（

。

　

こ
う
し
て
、
ア
カ
ハ
チ
の
乱
以
後
、
琉
球
王
府
に
よ
る
先
島
支
配
体
制

が
確
立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

⑵
竹
富
島

　

次
に
、
西
塘
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。『
球
陽
』
は
西
塘
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

八
重
山
武
富
島
に
西
塘
な
る
者
有
り
。
其
の
人
と
な
り
や
、
賦
性
俊

秀
に
し
て
器
量
非
凡
な
り
。
中
山
の
大
里
等
、
其
の
才
の
衆
に
出
づ
る

を
以
て
、
遂
に
此
の
人
を
帯
び
て
中
山
に
回
り
到
り
、
即
ち
西
塘
を
し

て
法
司
家
に
供
奉
せ
し
む
。

　

引
用
文
中
に
「
大
里
等
」
と
あ
る
の
は
、
ア
カ
ハ
チ
の
叛
乱
を
鎮
圧
す

る
た
め
に
琉
球
王
府
か
ら
総
大
将
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
大
里
親
方
の
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
球
陽
』
に
よ
れ
ば
、
西
塘
は
ア
カ
ハ
チ
の
乱
を

き
っ
か
け
に
大
里
親
方
に
そ
の
才
を
見
出
さ
れ
首
里
に
連
れ
て
こ
ら
れ

た
。
い
わ
ゆ
る
「
西
塘
の
首
里
上
り
」
で
あ
る
が
、『
八
重
山
島
由
来
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り
な
さ
い
』
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

竹
富
島
に
は
西
塘
を
祭
っ
た
西
塘
御
嶽
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
西
塘
の
墓

を
御
嶽
と
し
て
祭
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
西
塘
は
現
在
で
も
島
民
の

信
仰
を
集
め
て
お
り
、
毎
年
、
旧
暦
六
月
の
最
初
の
「
み
づ
の
え
」
の
日

を
祭
日
と
し
て
定
め
、
西
塘
に
五
穀
豊
穣
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
い
う
西
塘

大
祭
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
西
塘
大
祭
は
、
一
八
四
六
年
に
始
ま
っ
た

と
さ
れ
る
（
（（
（

。３
．
八
重
山
諸
島
の
文
化
―
神
話
・
伝
説
・
民
話
を
中
心
に
―

　

本
章
で
は
石
垣
島
と
竹
富
島
に
残
る
神
話
や
伝
説
、
民
話
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

　

⑴　

石
垣
島

　

石
垣
島
に
残
る
伝
説
と
し
て
有
名
な
の
は
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
で
あ

る
。「
石
化
伝
説
」
と
い
う
点
か
ら
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
に
つ
い
て
ま
と

め
た
高
木
健
は
三
人
の
話
者
か
ら
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
の
話
を
採
集
し
て

い
る
が
（
（（
（

、
そ
の
一
つ
を
紹
介
し
て
、
ま
ず
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　

む
か
し
黒
島
に
マ
ー
ペ
ー
と
い
う
女
が
い
ま
し
た
。
カ
ニ
ム
イ
と
い

う
男
と
マ
ー
ペ
ー
は
非
常
に
愛
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
黒
島
は
土
地
は

狭
く
人
口
が
多
い
の
で
、
石
垣
と
西
表
は
広
く
未
開
地
が
多
い
の
で
そ

こ
に
わ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
マ
ー
ペ
ー
と
カ
ニ
ム
イ
は
、
私
達
は
愛
し
あ
っ
て
い
る
仲
な

建
設
し
た
が
、
一
五
四
二
年
、
そ
れ
を
石
垣
島
に
移
し
て
い
る
。『
球

陽
』
に
よ
れ
ば
、
八
重
山
諸
島
の
首
長
た
ち
は
竹
富
島
に
渡
っ
て
法
令
に

従
っ
て
い
た
が
、「
武
富
島
の
地
狭
く
人
少
く
、
往
還
未
だ
便
な
ら
ざ

る
」
た
め
に
蔵
元
を
石
垣
島
に
移
し
た
の
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
そ
の
後
、
西
塘
は

首
里
城
の
城
壁
工
事
に
携
わ
っ
て
屏
風
型
の
城
壁
を
築
き
、
伝
説
に
よ
れ

ば
一
五
五
〇
年
に
亡
く
な
っ
た
。

　

西
塘
に
つ
い
て
は
、
園
比
屋
武
御
嶽
石
門
の
建
造
や
首
里
城
の
城
壁
工

事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
卓
抜
し
た
土
木
技
術
、
石
工
技
術
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
鉄
と
鍛
冶
と
い
う

点
か
ら
西
塘
を
評
価
し
た
の
が
上
勢
頭
亨
（
後
述
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
上
勢
頭
に
よ
れ
ば
、
西
塘
は
竹
富
島
帰
郷
後
、
蔵
元
を
建
設
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
敷
地
内
に
「
火
の
神
」
を
祭
り
、
蔵
元
の
向
か
い
に
鍛
冶

屋
を
建
設
し
た
（
（（
（

。
上
勢
頭
は
、「
優
秀
な
石
工
技
術
者
と
し
て
の
西
塘

が
、
こ
と
の
ほ
か
鍛
冶
神
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も

け
だ
し
当
然
で
あ
ろ
う
。
八
重
山
統
治
の
責
任
者
と
な
る
や
王
府
に
は
鉄

の
供
給
を
要
請
し
、
農
具
の
作
製
配
布
、
農
業
の
改
善
指
導
を
行
い
増
産

を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
日
時
計
を
設
置
し
、
時
報
太
鼓
を
設
け
て
島
民
に

時
刻
を
知
ら
せ
る
な
ど
、
そ
の
施
策
は
斬
新
か
つ
適
切
で
あ
っ
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

ア
カ
ハ
チ
が
英
雄
か
逆
賊
か
で
評
価
が
分
か
れ
る
の
に
反
し
て
、
西
塘

に
つ
い
て
は
優
れ
た
人
物
と
し
て
一
定
の
評
価
が
定
ま
っ
て
お
り
、
今
日

で
も
島
民
に
よ
っ
て
そ
の
徳
が
慕
わ
れ
て
い
る
。
竹
富
島
の
出
身
で
あ
る

狩
俣
恵
一
は
「
こ
の
西
塘
と
い
う
人
物
は
、
竹
富
島
の
人
々
に
と
っ
て
は

最
大
の
英
雄
で
、
私
た
ち
は
子
供
の
こ
ろ
『
西
塘
様
の
よ
う
に
立
派
に
な
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地
甚
だ
狭
く
、
人
民
増
繁
し
、
飲
食
堪
へ
難
し
。
川
平
村
属
地
に
一

野
有
り
。
名
づ
け
て
野
底
と
叫
ぶ
。
泉
甘
く
土
肥
え
、
宜
し
く
五
穀
を

種
う
べ
し
。
黒
島
の
民
人
、
往
来
に
は
舟
を
用
ひ
、
田
を
耕
し
地
を
鋤

き
、
以
て
労
苦
を
為
す
。
是
れ
に
由
り
て
、
在
番
官
・
酋
長
呈
請
し

て
、
彼
の
島
民
人
四
百
余
名
を
分
け
て
、
此
に
移
居
せ
し
む
。
乃
ち
之

れ
を
叫
ん
で
野
底
村
と
曰
ふ
。
因
り
て
与
人
一
人
・
目
指
一
人
を
設
け

て
総
理
せ
し
む
。

　

こ
の
石
垣
島
の
野
底
村
建
設
に
伴
う
黒
島
か
ら
の
島
民
の
移
住
は
、
第

二
尚
氏
王
統
一
三
代
目
の
尚
敬
の
時
代
、
一
七
三
二
年
に
行
わ
れ
た
。
当

時
の
三
司
官
の
一
人
が
有
名
な
蔡
温
で
あ
る
。
黒
島
か
ら
石
垣
島
に
移
住

し
た
の
は
黒
島
の
宮
里
村
の
人
々
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
道

切
り
」
と
呼
ば
れ
る
強
制
移
住
政
策
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
こ
と
が
カ
ニ
ム

イ
と
マ
ー
ペ
ー
の
悲
劇
を
生
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
哀
話
を
歌
に
し
た
の
が
黒
島
の
民
謡
「
つ
ぃ
ん
だ
ら

節
」
で
あ
る
。
こ
の
「
つ
ぃ
ん
だ
ら
節
」
に
つ
い
て
、
喜
舎
場
永
珣
は

「
移
民
事
業
の
裏
面
に
あ
る
実
に
聞
く
に
堪
え
な
い
悲
哀
な
ロ
マ
ン
ス
を

歌
っ
た
悲
曲
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
は
「
聞
く
者
を
し
て
胸
を

え
ぐ
ら
れ
る
思
い
を
さ
せ
る
も
の
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
牧

野
清
は
「
当
時
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
々
が
、
不
本
意
な
が
ら
泣
く
泣

く
と
、
役
人
の
命
令
に
服
従
せ
し
め
ら
れ
て
寄
人
と
な
り
、
島
を
後
に
別

れ
て
い
っ
た
う
ら
み
つ
ら
み
の
気
持
ち
が
歌
い
こ
ま
れ
、
今
に
歌
い
つ
が

れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
喜
舎
場
の
言
う
よ
う
に
、「
孤
島
苦
を
し

た
た
か
に
嘗
め
つ
く
し
て
い
た
（
（（
（

」
黒
島
の
人
々
に
と
っ
て
、
島
の
窮
状
を

の
で
一
緒
に
住
め
る
よ
う
に
と
黒
島
の
組
頭
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

黒
島
の
組
頭
は
首
里
の
役
人
に
伺
い
を
た
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
で
き
な
い
と
マ
ー
ペ
ー
は
野
底
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

野
底
で
は
田
や
畑
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
マ
ー
ペ
ー
は
カ
ニ

ム
イ
の
事
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

未
開
の
土
地
で
す
の
で
マ
ー
ペ
ー
は
健
康
を
害
し
や
せ
て
い
き
ま
し

た
。
お
盆
が
や
っ
て
来
て
盆
踊
り
の
と
き
、
役
人
の
す
き
を
み
て
マ
ー

ペ
ー
は
野
底
岳
に
登
っ
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

遠
く
カ
ニ
ム
イ
の
住
む
島
の
方
を
見
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
来

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
村
の
人
々
は
マ
ー
ペ
ー
が
帰
っ
て
来
な
い
の
で

心
配
し
て
村
中
の
あ
ち
こ
ち
を
さ
が
し
た
が
み
つ
か
ら
な
い
。
す
る
と

村
の
一
人
が
実
は
野
底
岳
の
頂
上
の
方
で
、
女
の
泣
き
声
を
聞
い
た
と

い
う
の
で
行
っ
て
み
る
と
、
於
茂
登
山
に
か
く
れ
て
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
野
底
岳
の
頂
上
で
ひ
ざ
ま
づ
い
た
ま
ま
石
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
。

　

だ
か
ら
野
底
岳
は
野
底
マ
ー
ペ
ー
と
い
う
。
今
か
ら
二
百
五
十
年
前

の
話
で
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
伝
説
が
一
八
世
紀
前
半
に
起
こ
っ
た

黒
島
と
石
垣
島
に
関
わ
る
史
実
を
基
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

て
お
こ
う
。『
球
陽
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

八
重
山
野
底
村
を
創
建
し
て
黒
島
の
民
人
を
分
移
す
。

　

八
重
山
黒
島
は
、
本
島
を
離
る
る
こ
と
海
路
五
里
の
外
に
在
り
。
田
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海
の
配
分
の
伝
説
（
（（
（

」
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
冒
頭
に
続
け
て
一
部
加
筆

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
嶽
ご
と
（
①
～
⑥
）
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

昔
、
竹
富
島
に
は
六
ヶ
村
の
酋
長
が
い
た
。
そ
の
酋
長
た
ち
は
、
屋

久
島
、
久
米
島
、
徳
の
島
、
沖
縄
本
島
か
ら
竹
富
島
へ
渡
来
し
た
。
島

は
小
さ
い
上
に
、
土
地
は
狭
く
し
て
生
活
に
不
便
で
あ
っ
た
た
め
、
六

人
の
酋
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

①
花
城
御
嶽
（
酋
長
は
他た

金が
に

殿ど
ぅ
ん、
沖
縄
か
ら
渡
来
）

　

花
城
村
の
酋
長
は
、
少
し
の
土
地
を
六
つ
に
分
け
る
こ
と
は
無
理
と

思
い
、
土
地
を
も
ら
う
よ
り
は
広
い
海
を
多
く
分
け
て
く
れ
、
と
真
っ

先
に
願
い
出
て
、
当
方
か
ら
南
方
に
わ
た
る
卯
辰
巳
午
の
四
ヶ
所
を
も

ら
い
、
大
き
な
海
の
所
有
者
に
な
っ
た
。

　

②
波
座
間
御
嶽
（
酋
長
は
根ね

原ー
れ

金か
ん

殿ど
ぅ
ん、
屋
久
島
か
ら
渡
来
）

　

波
座
間
村
の
酋
長
は
耕
地
面
を
良
い
土
地
か
ら
多
く
と
言
っ
て
、
波

座
間
村
を
中
心
に
、
美
崎
付
近
を
自
分
の
も
の
に
分
け
て
も
ら
い
、
そ

の
地
で
粟
作
に
つ
と
め
た
。
そ
れ
で
粟
の
主
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
か
わ
り
に
海
と
し
て
は
島
の
子
の
方
向
に
あ
る
「
ヒ
ラ
ソ

イ
」「
東
ヌ
ソ
イ
」「
西
ヌ
ソ
イ
」
と
い
う
、
三
つ
の
大
岩
を
分
け
て
も

ら
っ
た
。

　

③
幸
本
御
嶽
（
酋
長
は
小く
ば
ん
と
ぅ
波
本
節ふ
し

瓦が
ー
ら

殿ど
ぅ
ん、
久
米
島
か
ら
渡
来
）

　

幸
本
村
の
酋
長
は
、
波
座
間
王
と
同
様
、
良
い
土
地
を
多
く
取
る
こ

と
を
望
ん
だ
。「
フ
ウ
ジ
ャ
ヌ
ク
ミ
」
を
中
心
と
し
て
西
方
へ
耕
地
を

分
け
て
も
ら
い
、
大
豆
、
小
豆
、
赤
豆
、
下
大
豆
等
の
豆
類
の
研
究
を

打
開
す
る
た
め
と
は
い
え
、「
道
切
り
」
に
よ
る
強
制
移
住
は
黒
島
の

人
々
の
心
に
ま
さ
に
「
孤
島
苦
の
つ
ら
い
記
憶
」
と
し
て
残
っ
た
。「
つ
ぃ

ん
だ
ら
節
」
は
そ
う
し
た
島
民
の
気
持
ち
を
歌
い
上
げ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
伝
説
に
語
ら
れ
た
カ
ニ
ム
イ
と
マ
ー
ペ
ー
は
そ
う

し
た
島
民
の
思
い
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
カ
ニ
ム
イ

と
マ
ー
ペ
ー
は
個
人
の
男
女
で
は
な
く
、
カ
ニ
ム
イ
は
黒
島
に
残
っ
た

人
々
の
象
徴
と
し
て
、
マ
ー
ペ
ー
は
石
垣
島
に
渡
っ
た
人
々
の
象
徴
で

あ
っ
た
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
高
木
健
は
石
化

し
た
マ
ー
ペ
ー
を
「
抵
抗
の
表
現
」
で
あ
る
と
し
、「
道
切
り
政
策
や
強

制
移
住
に
対
す
る
、
さ
さ
や
か
な
抵
抗
を
マ
ー
ペ
ー
伝
説
を
通
し
て
表
現

し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
、「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
伝
説

と
は
「
八
重
山
の
当
時
の
人
々
の
願
望
や
情
の
伝
説
で
あ
る
」
と
記
し
て

い
る
（
（（
（

。

　

⑵　

竹
富
島

　

竹
富
島
は
御
嶽
の
島
で
あ
る
。
上
勢
頭
亨
の
著
し
た
『
竹
富
島
誌　

民

話
・
民
俗
篇
』
に
は
二
八
も
の
御
嶽
が
記
さ
れ
て
お
り
（
（（
（

、
島
の
面
積
が

五
・
四
二
㎢
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
竹
富
島
は
文
字
通
り
「
御
嶽
の

島
」
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
竹
富
島
に
残
る
御
嶽
の
う
ち

伝
統
的
な
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
ム
ー
ヤ
マ
」（
六
山
）
と
呼
ば

れ
る
花
城
、
波
座
間
、
幸
本
（
小
波
本
）、
仲
筋
、
波
利
若
、
久
間
原
の

6
つ
の
御
嶽
に
関
す
る
神
話
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
取
り
上

げ
る
の
は
上
勢
頭
の
『
竹
富
島
誌
』
に
収
録
さ
れ
た
「
六
酋
長
の
土
地
と
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富
島
の
六
人
の
神
司
は
そ
の
由
来
か
ら
、
土
地
や
海
を
祝
詞
に
唱
え
、

麦
、
粟
、
豆
、
山
、
海
、
雨
、
こ
の
六
つ
に
分
か
れ
た
主
の
神
と
し
て

六
つ
の
御
嶽
を
創
立
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
が
、「
六
酋
長
の
土
地
と
海
の
配
分
の
伝
説
」
で
あ
る
。
こ
の
伝

説
に
し
た
が
っ
て
、
花
城
御
嶽
は
「
海
の
神
」
を
祭
り
、
以
下
、
波
座
間

御
嶽
は
「
粟
の
神
」、
幸
本
（
小
波
本
）
御
嶽
は
「
豆
の
神
」、
仲
筋
御
嶽

は
「
麦
の
神
」、
波
利
若
御
嶽
は
「
雨
の
神
」、
久
間
原
御
嶽
は
「
山
林
の

神
」
を
そ
れ
ぞ
れ
祭
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
は
竹
富
島
の
主
と
し
て
農
業

に
関
わ
る
伝
説
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
、
竹
富
島
は
「
低
島
」
の
代

表
で
あ
り
、
高
い
山
が
な
く
川
も
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
穀
物
で

も
米
で
は
な
く
、「
粟
」「
麦
」「
豆
」
の
神
が
祭
ら
れ
、
植
林
し
て
山
を

造
る
「
山
林
」
の
神
、
そ
し
て
、
干
ば
つ
や
水
不
足
を
恐
れ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
雨
乞
い
を
し
て
豊
作
を
祈
る
「
雨
」
の
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
竹
富
島
に
は
「
ニ
ー
ラ
ン
神
」
と
い
う
、
竹
富
島
に
種
子
を
も

た
ら
し
た
神
の
話
が
残
っ
て
い
る
（
（（
（

。
旧
暦
八
月
八
日
に
は
、
島
の
西
海
岸

の
中
ほ
ど
に
あ
る
「
ニ
ー
ラ
ン
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
を
前
に
「
世ゆ
ん
か
い

迎
え
」

と
い
う
、
ニ
ー
ラ
ン
神
か
ら
種
子
物
を
い
た
だ
い
て
、
竹
富
島
の
豊
作
を

祈
る
行
事
が
行
わ
れ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
現
在
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
種
子
取
祭
は
竹
富
島
最
大
の
行
事
で
あ
る
が
、
内
容
と

し
て
は
「
種
蒔
き
」
の
行
事
で
あ
る
。
狩
俣
恵
一
に
よ
る
と
、
こ
の
祭
り

を
「
種
子
取
り
」
と
呼
ぶ
の
は
「
保
管
し
て
あ
っ
た
種
子
を
取
り
出
す
」

こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
岡
部
伊
都
子
は
、
種
子
取

重
ね
た
の
で
、
豆
の
主
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
海
は
西
の
方

向
の
一
部
を
も
ら
っ
て
生
活
し
た
。

　

④
仲
筋
御
嶽
（
酋
長
は
新あ
ら

志し

花ば
な

重か
さ

成な
り

殿ど
ぅ
ん、
沖
縄
か
ら
渡
来
）

　

仲
筋
村
の
酋
長
は
、
竹
富
島
の
中
央
を
選
び
、
ア
ラ
道
か
ら
、
ン
ブ

フ
ル
、
仲
筋
フ
ウ
ヤ
シ
キ
ま
で
の
耕
地
を
も
ら
い
う
け
、
麦
作
を
研
究

し
た
の
で
、
麦
の
主
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
。
海
は
戌
亥
の
方
向
を
二
部

自
分
の
海
と
し
て
も
ら
い
う
け
た
。

　

⑤
波
利
若
御
嶽
（
酋
長
は
塩す
ー

川が
ー

殿ど
ぅ
ん、
徳
之
島
か
ら
渡
来
）

　

波
利
若
の
酋
長
は
、
や
さ
し
い
欲
の
な
い
方
で
、
五
名
の
選
び
残
り

で
よ
い
と
の
こ
と
か
ら
、
美
崎
原
に
あ
る
新
里
村
の
土
地
の
一
角
を
も

ら
い
、
海
は
寅
の
方
向
の
一
部
を
う
け
て
、
ハ
イ
ヤ
ビ
ー
と
名
づ
け

た
。
そ
し
て
、
自
分
は
六
名
の
内
一
番
後
輩
で
あ
る
、
先
輩
た
ち
の
諸

作
物
に
一
番
大
切
な
天
の
恵
み
で
あ
る
雨
を
祈
り
、
島
の
豊
作
を
祈
念

す
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
雨
の
主
に
な
っ
た
。

　

⑥
久
間
原
御
嶽
（
酋
長
は
久く

間ま

原は
ら

発は
つ
ん

金が
に

殿ど
ぅ
ん、
沖
縄
か
ら
渡
来
）

　

久
間
原
の
酋
長
は
、
良
い
土
地
よ
り
悪
い
石
原
を
多
く
持
ち
、
そ
の

土
地
に
植
林
を
し
て
人
民
の
幸
福
を
は
か
る
こ
と
が
望
み
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
石
の
多
い
野
原
を
取
り
、
ヒ
シ
ャ
ー
ル
山
、
ヘ
ー
マ
ジ
ッ
タ

イ
、
ク
ム
ク
シ
マ
フ
、
カ
イ
ジ
を
所
有
地
に
し
、
石
原
に
木
を
植
え
、

竹
富
島
の
山
林
の
主
と
な
っ
て
、
人
民
か
ら
山
の
神
と
し
て
尊
敬
さ
れ

た
。
ま
た
海
の
方
は
、
未
申
に
あ
る
「
ヒ
サ
ラ
ピ
ー
ナ
ノ
ウ
ー
ピ
ー
」

を
自
分
の
も
の
と
し
た
。

　

六
人
の
酋
長
は
、
自
分
の
担
当
し
た
職
を
神
司
に
告
げ
た
の
で
、
竹
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レ
精
進
三
十
有
五
年
今
昭
和
七
年
二
月
依
願
退
官
茲
ニ
有
志
相
謀
リ
君

の
胸
像
ヲ
建
立
シ
以
テ
其
功
績
ヲ
伝
ヘ
ン
ト
ス

　

岩
崎
は
、
石
垣
島
で
は
「
天
文
屋
の
御
主
前
」
と
し
て
島
民
か
ら
慕
わ

れ
、
定
年
退
職
後
も
気
象
台
の
嘱
託
職
員
と
し
て
島
に
残
り
、
一
九
三
七

年
、
同
島
に
て
六
八
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

公
私
に
わ
た
っ
て
岩
崎
と
交
流
が
深
か
っ
た
瀬
名
波
長
宣
は
、
岩
崎
が

気
象
事
業
だ
け
で
は
な
く
「
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
深
い
趣
味
と
造
詣
を
持
た

れ
、
博
学
具
現
の
士
た
る
の
名
に
背
か
な
か
っ
た
。
島
の
民
情
風
俗
伝
習

と
か
い
う
も
の
は
常
に
島
の
古
老
達
と
膝
を
交
へ
て
検
討
し
、
島
民
以
上

に
通
暁
」
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
そ
の
成
果
が
後
に
『
ひ
る
ぎ
の
一

葉
』『
や
え
ま
カ
ブ
ヤ
ー
』『
石
垣
島
気
候
篇
』
と
い
っ
た
著
書
や
、
諸
雑

誌
に
発
表
し
た
数
多
く
の
文
章
で
あ
る
。
中
に
は
『
八
重
山
島
由
来
記
』

な
ど
の
史
書
や
文
書
資
料
を
全
写
し
た
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
八
重
山

研
究
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
岩
崎
の
主
要
著
作
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
『
ひ
る
ぎ
の
一
葉
』
は
、
そ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
石
垣
島
案

内
記
』
と
『
八
重
山
童
謡
集
』
に
「
与
那
国
島
ト
波
照
間
島
及
ビ
尖
閣
列

島
」「
暴
風
雨
記
事
」
を
加
え
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

中
の
『
石
垣
島
案
内
記
』
に
は
石
垣
島
の
自
然
地
理
だ
け
で
は
な
く
御
嶽

の
由
来
や
祭
祀
、
伝
説
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

御
嶽
の
由
来
で
は
、
美
崎
御
嶽
が
先
述
の
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
」
を

き
っ
か
け
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
由
来
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
御
嶽
や
臨

済
宗
妙
心
寺
派
の
桃
林
寺
の
創
建
由
来
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
で

祭
に
お
い
て
「
収
穫
」
は
「
次
の
年
蒔
く
種
子
を
取
る
こ
と
」
を
意
味

し
、
そ
れ
は
「
良
き
こ
と
は
そ
の
次
の
良
き
こ
と
の
種
子
」「
よ
ろ
こ
び

は
次
の
よ
ろ
こ
び
を
生
む
力
」、
そ
し
て
「
一
粒
の
力
、
や
が
て
千
万
粒

に
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
す
べ
て
の
よ
ろ
こ
び
を
含
む
言
葉
」
で
あ

る
と
し
て
い
る
（
（（
（

。「
世
迎
え
」
に
せ
よ
「
種
子
取
祭
」
に
せ
よ
、
や
は
り

農
業
に
関
わ
る
祭
祀
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
御
嶽
と
と
も
に
、
島
民
の
生
活

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
島
に
生
き
る
人
々
の
思
い
や
願

い
が
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
．
八
重
山
研
究
を
支
え
た
人
々

　

本
章
で
は
、
八
重
山
研
究
を
支
え
た
人
物
と
し
て
、
石
垣
島
で
は
岩
崎

卓
爾
、
竹
富
島
で
は
上
勢
頭
亨
を
取
り
上
げ
る
。

　

⑴　

岩
崎
卓
爾

　

岩
崎
卓
爾
は
、
一
八
六
九
年
、
宮
城
県
仙
台
市
に
生
ま
れ
た
。
一
八
九

八
年
に
中
央
気
象
台
附
属
石
垣
島
測
候
所
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
石
垣
島
に

赴
任
し
、
以
後
、
四
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
気
象
観
測
を
行
っ
た
（
（（
（

。

一
九
三
三
年
四
月
に
は
測
候
所
の
敷
地
内
に
岩
崎
の
胸
像
が
建
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
台
座
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

前
石
垣
島
測
候
所
長
正
七
位
勲
六
等
岩
崎
卓
爾
君
明
治
二
年
十
月

十
七
日
仙
台
ニ
生
ル
明
治
三
十
一
年
十
月
本
島
測
候
所
ニ
拝
命
創
業
ノ

気
象
事
業
に
当
リ
万
難
ヲ
排
シ
犠
牲
ヲ
払
ヒ
献
身
気
象
観
測
ニ
従
ヒ
天

変
地
異
ニ
島
民
ヲ
安
ゼ
シ
メ
余
暇
研
究
ト
著
述
ハ
学
界
ノ
重
鎮
ト
セ
ラ



―� ―11

や
生
活
の
な
か
に
お
い
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
点
も
ま
た
岩
崎
な
ら
で

は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
と
し
て
は
「
石
垣
島
蝶
相
」「
白
蟻

に
関
す
る
通
信
」
と
い
っ
た
昆
虫
に
関
す
る
も
の
や
「
石
垣
島
の
龍
巻
」

「
八
重
山
島
の
降
雹
」
な
ど
珍
し
い
気
象
現
象
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
も
方
言
名
や
そ
の
由
来
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
他
の
文
章
と
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岩
崎
が
四
〇
年
以
上
に
わ
た
る
石
垣
島
で
の
生
活
と
調

査
を
通
し
て
集
め
た
多
岐
に
わ
た
る
情
報
は
そ
れ
ぞ
れ
が
第
一
級
の
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
岩
崎
が
先
鞭
を
つ
け
た
八
重
山
研
究
を
引
き
継
い

だ
の
が
喜
舎
場
永
珣
で
あ
る
。
喜
舎
場
は
後
に
『
八
重
山
民
謡
誌
』『
八

重
山
民
俗
誌
』『
八
重
山
歴
史
』
な
ど
を
著
し
「
八
重
山
研
究
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
八
重
山
方
言
を
研
究
し
た
宮
良
當

壮
、
郷
土
史
家
で
「
明
和
の
大
津
波
」
や
「
津
波
石
」
を
研
究
し
た
牧
野

清
な
ど
が
現
れ
、
八
重
山
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

⑵　

上
勢
頭
亨

　

上
勢
頭
亨
は
、
一
九
一
〇
年
、
竹
富
島
に
生
ま
れ
た
。
一
九
二
五
年
、

竹
富
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
が
、
在
学
中
か
ら
島
の
古
老
た
ち
を
訪
ね

て
島
の
民
話
や
伝
説
、
歌
謡
な
ど
を
収
集
し
た
（
（（
（

。
ま
た
、
古
銭
を
き
っ
か

け
に
古
物
集
め
を
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
、
浄
土
真

宗
西
本
願
寺
住
職
の
深
遠
法
師
と
の
出
会
い
に
よ
り
仏
門
入
り
を
決
意

し
、
一
九
三
六
年
に
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
九
年
に
は
竹
富
島
の

自
宅
を
布
教
所
と
し
て
喜
宝
院
を
開
設
し
た
が
、
同
院
は
日
本
最
南
端
の

は
、
今
日
、
島
民
以
外
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
ア
カ
マ
タ
・
ク
ロ

マ
タ
」
と
い
う
、
旧
暦
六
月
に
行
わ
れ
る
豊
年
祭
に
出
現
す
る
仮
面
・
仮

装
の
来
訪
神
に
つ
い
て
の
考
察
や
「
雨
乞
ひ
祭
」
の
歌
詞
の
紹
介
、
伝
説

で
は
、「
オ
ナ
チ
ラ
」
と
「
カ
ナ
ハ
チ
」
と
い
う
名
の
二
人
の
巨
人
伝
説

や
、
先
述
の
「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」
に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。

　
『
や
え
ま
カ
ブ
ヤ
ー
』
は
、
一
九
二
三
年
二
月
に
岩
崎
が
実
施
し
た
子

ど
も
の
凧
揚
げ
大
会
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
凧
」
の
構
造

が
図
入
り
で
説
明
さ
れ
、「
凧
」
の
石
垣
島
各
地
区
の
異
名
な
ど
が
記
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
凧
揚
げ
に
「
ど
ん
な
風
を
利
用
す
る
か
」
と
か
当
日

の
天
気
概
況
な
ど
岩
崎
な
ら
で
は
の
記
述
も
あ
る
。

　
『
石
垣
島
気
候
篇
』
は
気
象
に
関
す
る
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
各
月
の
気
候
状
態
」
と
い
う
文
章
に
は
各
月
に
お
け
る
気
象

情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
岩
崎
が
「
島
の
名
物
」
と
呼
ぶ
「
颱
風
」
に
つ

い
て
み
る
と
、
颱
風
の
季
節
が
六
月
に
始
ま
っ
て
八
月
に
発
生
頻
度
が
最

大
に
な
り
、
一
一
月
を
迎
え
て
終
期
と
な
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
崎
は
、
文
中
に
「
往
昔
諸
葛
孔
明
が
七
星
壇
に
風

を
祈
り
し
と
言
ふ
『
孔
明
南
』
は
時
恰
も
陰
暦
の
正
月
前
に
当
り
」
で
あ

る
と
か
、「
龍
巻
を
方
言
『
イ
ノ
ー
カ
ジ
』
と
言
ふ
。『
イ
ノ
ー
』
と
は
激

烈
な
る
旋
風
（
ツ
ジ
カ
ゼ
・
マ
ジ
カ
ゼ
）
即
ち
、
海
龍
『
イ
ン
、
リ
ョ
ウ
』

と
云
ふ
言
葉
の
転
約
せ
し
も
の
と
思
惟
さ
れ
る
」、
あ
る
い
は
「
俚
諺
に

寒
露
の
颱
風
は
地
底
に
吹
き
通
す
と
あ
り
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
気
象
状

態
を
単
に
自
然
現
象
と
し
て
の
み
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
し
こ

に
方
言
名
や
そ
の
由
来
あ
る
い
は
俚
諺
な
ど
を
盛
り
込
み
、
気
象
を
文
化
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き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
上
勢
頭
の
主
要
著
作
で
あ
る
『
竹
富
島
誌
』
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
こ
う
。
先
述
の
と
お
り
、『
竹
富
島
誌
』
は
「
民
話
・
民
俗
篇
」
と

「
歌
謡
・
芸
能
篇
」
に
分
か
れ
る
。

　

ま
ず
「
民
話
・
民
俗
篇
」
で
あ
る
。
本
書
で
は
竹
富
島
と
い
う
名
称
の

由
来
か
ら
説
き
起
こ
し
、
本
稿
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
島
つ
く
り
の
話
」

や
、
先
述
し
た
「
六
酋
長
の
土
地
と
海
の
配
分
の
伝
説
」
や
「
ニ
ー
ラ
ン

神
の
話
」
な
ど
の
民
話
や
伝
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
上
勢
頭
は
そ
の
中
の

「
根
原
金
殿
と
与
那
国
島
の
伝
説
」
か
ら
「
竹
富
島
の
鍛
冶
伝
承
」
と
題

す
る
論
考
を
ま
と
め
た
が
、
西
塘
に
つ
い
て
そ
の
点
か
ら
再
評
価
を
試
み

て
も
い
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
先
述
し
た

「
世
迎
え
」
や
「
種
子
取
祭
」「
西
塘
大
祭
」
な
ど
竹
富
島
の
年
中
行
事
や

風
習
、
外
間
を
驚
愕
さ
せ
た
「
カ
ン
フ
チ
（
神
口
）」「
ニ
ガ
イ
フ
チ
（
願

い
口
）」、
そ
の
他
、「
言
語
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
「
歌
謡
・
芸
能
篇
」
で
あ
る
。
本
篇
で
は
、
古
謡
だ
け
で
も
膨
大

な
数
の
古
謡
が
「
ア
ユ
ー
」「
ジ
ラ
バ
」「
ユ
ン
タ
」「
ユ
ン
グ
ト
ゥ
」「
そ

の
他
」
に
分
類
さ
れ
て
収
録
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
「
安
里
屋
節
」
や
西
塘

の
作
と
さ
れ
る
「
し
き
た
盆
節
」、
あ
る
い
は
別
名
を
「
竹
富
節
」
と
も

言
わ
れ
る
「
真
栄
節
」
な
ど
の
節
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
童

謡
や
狂
言
（
例
狂
言
と
笑
し
狂
言
）、
芸
能
（
祭
祀
芸
能
や
舞
踊
）、
玩
具
・

民
芸
品
（
藁
算
や
島
の
特
産
品
で
あ
る
ミ
ン
サ
ー
織
な
ど
）
が
収
録
さ
れ
て
い

る
が
、
民
具
や
民
芸
品
に
つ
い
て
は
喜
宝
院
蒐
集
館
で
実
物
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

な
お
、「
真
栄
節
」
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。「
真
栄
節
」
は

寺
院
で
あ
る
。
ま
た
、
喜
宝
院
に
は
蒐
集
館
を
併
設
し
、
そ
れ
ま
で
上
勢

頭
が
集
め
た
四
〇
〇
〇
点
以
上
も
の
民
俗
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。

　

上
勢
頭
自
身
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
上
勢
頭
は
「
十
二
歳
の
頃
よ

り
島
の
古
老
や
島
の
生
き
神
様
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
た
内
盛
ク
ヤ
マ
姥

の
長
女
仲
盛
マ
イ
ツ
姥
（
当
時
九
十
八
歳
）、
さ
ら
に
神
司
等
よ
り
祭
事
祝

詞
（
神
口
）
を
、
島
の
産
業
恩
人
大
豆
翁
頌
徳
碑
に
刻
ま
れ
た
前
我
名
釜

多
翁
か
ら
は
風
俗
、
俗
信
、
伝
説
、
民
話
を
、
明
治
の
有
名
な
舞
踊
の
師

匠
で
あ
る
玉
城
ク
ヤ
マ
翁
か
ら
は
古
典
舞
踊
と
謡
を
伝
授
さ
れ
、
大
正
に

な
っ
て
竹
富
島
初
代
村
長
上
間
広
起
氏
よ
り
島
の
行
政
・
文
化
史
を
再

録
、
そ
の
他
諸
先
輩
よ
り
の
御
教
示
を
戴
き
、
特
に
八
重
山
の
歴
史
家
で

あ
ら
れ
る
故
喜
舎
場
永
珣
先
生
と
は
長
き
に
わ
た
る
交
流
を
た
も
つ
」
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
阿
佐
伊
孫
良
に
よ
る
と
、
上
勢
頭
は
「
大
変
に
器

用
な
人
で
、『
書
』
を
書
き
、
三
線
や
舞
踊
の
師
匠
と
し
て
民
俗
芸
能
に

長
じ
、
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
神
職
ま
で
相
務
め
た
」
と
い
う
（
（（
（

。
ま
さ
に
上

勢
頭
は
竹
富
島
の
文
化
を
一
身
に
体
現
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

上
勢
頭
は
、
後
に
、
外
間
守
善
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
収
集

し
て
き
た
民
話
や
伝
説
、
歌
謡
を
ま
と
め
て
『
竹
富
島
誌
』（「
民
話
・
民

俗
篇
」
と
「
歌
謡
・
芸
能
篇
」）
を
出
版
す
る
。
当
時
、
南
島
古
謡
の
収
集

を
行
っ
て
い
た
外
間
は
喜
舎
場
永
珣
を
通
じ
て
上
勢
頭
を
知
る
（
（（
（

。
外
間
は

上
勢
頭
が
ま
と
め
た
民
話
や
歌
謡
に
関
す
る
膨
大
な
冊
数
の
ノ
ー
ト
資
料

に
驚
き
、
そ
の
出
版
を
勧
め
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
上
勢
頭
は
、
与
那

国
善
三
と
と
も
に
『
西
塘
伝
』
も
著
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る

と
、
竹
富
島
の
歴
史
や
文
化
の
研
究
に
上
勢
頭
亨
の
名
は
欠
く
こ
と
の
で
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つ
ぃ
ん
だ
ら
節
と
同
様
に
、
愛
す
る
者
と
引
き
裂
か
れ
た
悲
し
み
が
歌
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
八
重
山
諸
島
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
、
石
垣
島
と
竹
富
島
に

焦
点
を
あ
て
て
ま
と
め
て
き
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
そ
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ

り
、
石
垣
島
と
竹
富
島
以
外
の
八
重
山
諸
島
の
島
々
を
含
め
る
と
、
さ
ら

に
多
様
な
八
重
山
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

島
ご
と
に
独
自
の
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
個
別
に
研
究
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
一
方
で
、「
つ
ぃ
ん
だ
ら
節
」
と
「
真
栄
節
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
八
重
山
諸
島
の
島
々
が
共
通
の
歴
史
や
文
化
を
有
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
共
通
性
を
探
る
こ
と
も
ま
た
八
重
山

研
究
に
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
縦
糸
と
し
横
糸
と
す
る
こ

と
で
八
重
山
諸
島
の
歴
史
と
文
化
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）　

上
勢
頭
亨
、『
竹
富
島
誌　

民
話
・
民
俗
篇
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九

　
　
　

七
六
年
（
以
下
、「
民
話
・
民
俗
篇
」
と
略
す
）、
六
―
七
頁
。

（
２
）　

八
重
山
諸
島
の
地
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
安
里
進
、
高
良

倉
吉
、
田
名
真
之
他
編
、『
沖
縄
県
の
歴
史
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年
、
四
―
七
頁
。
波
照
間
永
吉
、「
八
重
山
―
風
土
と
歴
史
そ
し
て
祭
祀

習
俗
―
」、
網
野
善
彦
、
大
隈
和
雄
、
小
沢
昭
一
他
編
、『
列
島
の
神
々
：

別
名
「
竹
富
節
」
と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
歌
に
は
、「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」

の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
「
つ
ぃ
ん
だ
ら
節
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
強
制
移

住
」
に
ま
つ
わ
る
話
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
上
勢
頭
は
、「
野
底
マ
ー
ペ
ー
」

と
同
時
期
、
主
と
し
て
蔡
温
が
三
司
官
の
時
代
に
、
竹
富
島
か
ら
石
垣
島

に
屋
良
部
村
（
一
七
三
六
年
、
移
住
者
は
男
女
七
四
名
）、
安
良
村
（
一
七
五
三

年
、
男
女
二
〇
〇
名
）、
盛
山
村
（
一
七
七
一
年
、
男
女
五
二
三
名
）
の
三
回
、

西
表
島
に
仲
間
村
（
一
七
三
七
年
、
人
数
は
不
明
）
の
一
回
、
強
制
移
住
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
真
栄
節
の
由
来
に
関
す
る
伝
承
と
し

て
、
上
勢
頭
は
次
の
よ
う
な
話
を
収
録
し
て
い
る
（
（（
（

。
な
お
、
真
栄
と
は
竹

富
島
波
座
間
村
に
生
ま
れ
、
小
山
家
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
年
）、
八
重
山
租
税
制
度
の
穀
人
頭
税
が
実
施

さ
れ
、
男
生
産
人
一
名
に
対
し
粟
五
俵
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。
こ
の
人

頭
税
は
真
栄
の
時
代
に
も
つ
づ
い
て
い
た
。
真
栄
は
唯
一
筆
の
畠
な
の

で
収
穫
が
少
な
く
、
ま
た
石
原
の
多
い
畠
だ
っ
た
の
で
、
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
だ
っ
た
。
そ
こ
で
真
栄
は
計
画
を
立
て
、
ど
の
よ
う
に
竹

富
島
で
働
い
て
も
苦
労
を
重
ね
る
ば
か
り
だ
と
思
い
、
妻
子
を
残
し

て
、
将
来
性
の
乏
し
い
竹
富
島
を
離
れ
、
海
上
四
里
余
の
西
表
島
仲
間

に
渡
っ
た
。
そ
こ
で
大
原
田
の
内
の
港
口
と
い
う
所
を
開
拓
し
稲
作
に

従
事
し
た
。
け
れ
ど
も
真
栄
は
妻
子
を
思
う
念
が
深
く
、
そ
の
心
情
を

謡
っ
た
。
こ
の
歌
が
真
栄
節
で
あ
る
。

　

真
栄
は
西
表
島
仲
間
に
移
住
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
真
栄
節
は
一
七
三

七
年
の
西
表
島
へ
の
移
住
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
真
栄
節
に
は
、



―� ―14

と
文
化
』、
中
公
新
書
、
一
九
九
七
年
、
二
二
八
―
二
三
一
頁
。
大
城
立

裕
、「
八
重
山
の
英
傑
た
ち
―
中
山
へ
の
抵
抗
と
服
属
―
」、『
琉
球
の
英

傑
た
ち
』、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
一
九
九
二
年
、
一
四
五
―
一
六
一
頁
。

（
10
）　

岩
崎
卓
爾
、『
岩
崎
卓
爾
全
集
』、
伝
統
と
現
代
社
、
一
九
七
四
年
、
一
八

頁
（
以
下
、『
全
集
』
と
略
す
）。
な
お
、
同
ヶ
所
で
は
、「
オ
ヤ
ケ
、
ア
カ

ハ
チ
」
と
「
ポ
ン
ガ
ワ
ラ
」
の
二
人
と
あ
る
。

　
　
　
　

ア
カ
ハ
チ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
三
木
健
、「
近
代
八
重
山
に
お
け
る
ア
カ
ハ
チ
観
の
形
成
―
英
雄
と

逆
賊
か
ら
の
超
克
―
」、『
八
重
山
近
代
史
の
諸
相
』、
文
嶺
社
、
一
九
九

　
　
　

二
年
、
一
一
五
―
一
三
四
頁
。

（
11
）　
『
球
陽
』、
一
四
七
頁
。

（
12
）　

崎
山
直
、「
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
―
そ
の
虚
像
と
実
像
―
」、『
青
い
海
』

　
　
　

春
季
号
、
一
九
七
五
年
、
所
収
、
九
六
頁
。

（
13
）　
『
球
陽
』、
一
四
七
―
一
四
九
頁
。
な
お
、
平
久
保
地
域
に
勢
力
を
張
っ
て

い
た
平
久
保
加
那
按
司
に
つ
い
て
は
、『
慶
来
慶
田
城
由
来
記
』
に
よ
る

と
、
ア
カ
ハ
チ
の
乱
以
前
に
、
慶
来
慶
田
城
用
緒
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、「
慶
来
慶
田
城
由
来

記
」、『
石
垣
市
史
叢
書
１
』、
石
垣
市
役
所
総
務
部
市
史
編
集
室
編
、

一
九
九
一
年
、
二
―
三
頁
。

（
14
）　
『
全
集
』、
二
三
頁
。

（
15
）　
『
球
陽
』、
一
四
七
頁
。

（
16
）　

同
前
、
一
四
八
頁
。

（
17
）　
『
全
集
』、
二
六
頁
。
ア
カ
ハ
チ
が
残
し
た
「
足
跡
」
に
つ
い
て
は
、
三
木

健
が
、
次
の
よ
う
な
話
を
記
し
て
い
る
。「
ア
カ
ハ
チ
の
本
拠
地
と
い
わ

れ
た
大
浜
村
の
海
岸
に
は
熔
岩
を
流
し
た
よ
う
な
平
ら
な
岩
が
あ
り
、
そ

の
石
の
上
に
は
、
人
の
足
の
数
倍
も
あ
る
よ
う
な
足
跡
（
？
）
が
点
々
と

し
る
さ
れ
て
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
誰
言
う
と
な
く
『
こ
れ
は
オ
ヤ
ケ

竹
富
島
の
種
子
取
祭　

上
川
地
方
の
イ
ヨ
マ
ン
テ
』、
平
凡
社
、

一
九
九
二
年
、
所
収
、
三
六
―
六
八
頁
。
竹
富
島
に
つ
い
て
は
、
地
理
だ

け
で
な
く
歴
史
や
祭
祀
、
民
話
、
伝
説
な
ど
を
含
め
て
、
竹
富
町
史
編
集

委
員
会
編
、『
竹
富
町
史
』
第
二
巻
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。

　
　
　
　

な
お
、
八
重
山
諸
島
に
お
け
る
有
人
島
と
無
人
島
に
つ
い
て
は
、
石
垣

市
役
所
観
光
課
に
確
認
し
た
。

（
３
）　

球
陽
研
究
会
編
、『
球
陽　

読
み
下
し
編
』、
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
、

一
〇
八
頁
。

（
４
）　
『
球
陽
』
に
は
英
祖
王
統
四
代
目
の
玉
城
王
の
即
位
元
年
（
一
三
一
四
年
）

に
沖
縄
本
島
が
山
南
、
山
北
、
中
山
の
三
つ
に
分
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。『
球
陽
』、
一
〇
三
頁
。

（
５
）　

察
度
と
そ
の
即
位
に
つ
い
て
は
、『
球
陽
』、
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
。

（
６
）　

明
の
洪
武
帝
は
楊
載
を
使
者
と
し
て
派
遣
し
、
入
貢
を
促
し
た
。
察
度
は

弟
の
泰
期
を
明
に
派
遣
し
明
に
入
貢
し
た
。『
球
陽
』、
一
〇
五
頁
。

（
７
）　
『
球
陽
』、
一
四
七
頁
。

（
８
）　
『
球
陽
』
で
は
「
遠
弥
計
赤
蜂
保
武
川
」
は
1
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

が
、『
八
重
山
島
由
来
記
』
に
は
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
」
と
「
ホ
ン
ガ
ワ

ラ
」
の
二
人
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、
意
見
が
分
か
れ
る
。

宮
城
信
勇
は
こ
れ
ま
で
の
説
を
整
理
し
な
が
ら
、
別
人
と
し
て
の
「
ホ
ン

ガ
ワ
ラ
」
に
関
す
る
伝
説
は
な
く
、
方
言
と
い
う
点
か
ら
は
「
ホ
ン
ガ
ワ

ラ
」
が
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
」
が
拠
点
と
し
た
石
垣
島
の
「
大
浜
の
頭

分
、
頭
職
」
を
意
味
す
る
と
し
て
「
一
人
説
」
を
主
張
し
て
い
る
。
宮
城

信
勇
、「
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
、
ホ
ン
ガ
ワ
ラ
は
同
一
人
の
呼
称
」、
八
重

山
文
化
研
究
会
、『
八
重
山
文
化
論
集
』
第
二
号
、
一
九
八
〇
年
、
所
収
、

一
一
三
―
一
二
六
頁
。

（
９
）　

こ
の
頃
の
八
重
山
諸
島
に
お
け
る
群
雄
割
拠
に
つ
い
て
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ

ハ
チ
の
乱
を
含
め
て
、
次
の
文
献
を
参
照
。
外
間
守
善
、『
沖
縄
の
歴
史
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（
27
）　

同
前
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
。

（
28
）　

上
勢
頭
亨
、「
竹
富
島
の
鍛
冶
伝
承
」、『
沖
縄
文
化
研
究
』
九
、
法
政
大

学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
、
九
三
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

作
家
の
司
馬
遼
太
郎
も
『
街
道
を
ゆ
く
６　

沖
縄
・
先
島
へ
の
道
』

（
二
〇
〇
八
年
、
朝
日
新
聞
出
版
、
一
二
二
―
一
三
〇
頁
）
の
中
で
触
れ

て
い
る
。

（
29
）　

同
前
、
九
四
頁
。

（
30
）　

狩
俣
恵
一
、「
沖
縄
・
竹
富
島
の
種
子
取
祭
の
伝
承
」、
宮
城
学
院
女
子
大

学
、『
沖
縄
研
究
ノ
ー
ト
』
一
〇
、二
〇
〇
一
年
、
所
収
、
五
頁
。

（
31
）　

西
塘
大
祭
に
つ
い
て
は
、
上
勢
頭
、
与
那
国
編
、
前
掲
、
三
四
―
三
五
頁
。

（
32
）　

高
木
健
、「
石
化
伝
説
―
野
底
マ
ー
ペ
ー
に
見
る
世
界
」、
八
重
山
文
化
研

究
会
編
、
前
掲
、
所
収
、
二
三
九
頁
。

（
33
）　
『
球
陽
』、
三
〇
二
頁
。

（
34
）　

喜
舎
場
永
珣
、「
野
底
マ
ー
ペ
ー
と
チ
ン
ダ
ラ
節
―
男
を
慕
っ
て
石
と
化

す
強
制
移
民
の
哀
話
―
」、『
八
重
山
民
俗
誌　

下
巻
』、
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
、
一
九
七
七
年
、
一
七
八
―
一
七
九
頁
。

（
35
）　

牧
野
清
、「
野
底
村
」、
石
垣
繁
編
、『
石
垣
島
白
保
村
以
北
の
旧
村
々
―

牧
野
清
生
誕
百
年
記
念
論
集
―
』、
八
重
山
文
化
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
、

一
六
四
頁
。

（
36
）　

喜
舎
場
、
前
掲
論
文
、
一
七
八
頁
。

（
37
）　

高
木
、
前
掲
論
文
、
二
四
五
―
二
四
六
頁
。

（
38
）　

上
勢
頭
、
前
掲
『
民
話
・
民
俗
篇
』、
ｘ
ｘ
頁
。

（
39
）　

同
前
、
三
七
―
三
九
。

（
40
）　

同
前
、
三
―
五
頁
。

（
41
）　

同
前
。

（
42
）　

狩
俣
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

（
43
）　

岡
部
伊
都
子
、「
竹
富
島
・
祭
事
」、
網
野
、
大
隈
、
小
沢
他
編
、
前
掲

ア
カ
ハ
チ
の
足
跡
だ
そ
う
だ
』
と
言
い
合
っ
て
目
を
見
張
っ
た
。」（
三
木

健
、
前
掲
論
文
）、「
近
代
八
重
山
に
お
け
る
ア
カ
ハ
チ
観
の
形
成
」、

一
一
五
頁
。

（
18
）　
『
球
陽
』、
一
四
八
頁
。

（
19
）　

同
前
。

（
20
）　

同
前
、
一
四
九
―
一
五
〇
頁
。

（
21
）　

同
前
、
一
五
八
頁
。
な
お
、
西
塘
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
上

勢
頭
亨
、
与
那
国
善
三
編
、『
西
塘
伝
』、
沖
縄
西
塘
会
、
一
九
五
七
年
。

西
里
喜
行
、「
西
塘
考
」、『
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
二
集
、

一
九
八
八
年
、
九
九
―
一
〇
六
頁
。『
星
砂
の
島
』
六
号
、
瑞
木
書
房
、

二
〇
〇
二
年
。
な
お
、
同
号
は
西
塘
の
特
集
号
で
あ
る
。

（
22
）　

西
里
は
西
塘
が
捕
虜
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
西
里
、
前
掲
論
文
、

一
〇
二
―
一
〇
三
頁
。

（
23
）　
『
球
陽
』、
一
五
八
頁
。

（
24
）　

同
前
、
一
四
九
頁
。

（
25
）　

同
前
。
仲
宗
根
の
長
男
で
あ
る
中
屋
金
盛
豊
見
親
の
「
悪
政
」
に
つ
い
て

は
、『
宮
古
島
旧
記
』
の
「
仲
屋
金
盛
豊
見
親
讒
を
信
じ
て
仁
人
を
害
せ

し
事
」
の
項
で
記
さ
れ
て
い
る
、
中
屋
金
盛
豊
見
親
が
、
部
下
の
「
仲
屋

勢
頭
」
と
い
う
「
佞
人
」
の
讒
言
を
信
じ
て
城
辺
の
金
志
川
豊
見
親
を
野

原
岳
に
て
殺
害
し
た
事
件
、
い
わ
ゆ
る
「
野
原
岳
の
変
」
の
こ
と
を
指
す

（
稲
村
賢
敷
編
、『
宮
古
島
旧
記　

上
巻
』、
一
九
五
三
年
、
五
四
―
五
七

頁
）。『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は
、
中
屋
金
盛
豊
見
親
は
「
就
不
届

不
継
家
督
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
家
督
を
継
が
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
（『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』、『
平
良
市
史　

第
３
巻　

資
料
編

１　

前
近
代
』、
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
一
九
八
一
年
、
所
収
、

三
三
七
頁
）。

（
26
）　

同
前
、
一
五
八
頁
。
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と
き
く
と
、
上
勢
頭
さ
ん
は
説
明
す
る
の
が
も
ど
か
し
か
っ
た
の
か
つ
ま

み
あ
げ
て
演
奏
し
は
じ
め
た
。
唄
も
入
っ
た
。
同
時
に
、
体
が
自
然
に
お

ど
り
は
じ
め
た
。
芸
能
と
い
う
も
の
が
い
か
に
人
間
を
美
し
く
み
せ
る
た

め
の
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
悟
っ
た
ほ
ど
、
こ
の
小
さ
な
老

人
の
姿
が
美
し
く
見
え
た
。

（
50
）　

外
間
、
前
掲
論
文
。

（
51
）　

上
勢
頭
亨
、『
竹
富
島
誌　

歌
謡
・
芸
能
篇
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九

　
　
　

七
九
年
、
四
〇
八
―
四
一
三
頁
。

（
52
）　

上
勢
頭
、
前
掲
「
民
話
・
民
俗
篇
」、
一
一
三
頁
。

書
、
所
収
、
八
九
頁
。

（
44
）　

岩
崎
卓
爾
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
岩
崎
、
前
掲
、『
全
集
』。

谷
川
健
一
、「
岩
崎
卓
爾
・
無
名
の
前
衛
」、『
沖
縄
・
辺
境
の
時
間
と
空

間
』、
三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
二
五
八
―
二
六
六
頁
。
三
木
健
、「
天

文
屋
の
先
学
者　

岩
崎
卓
爾
」、『
八
重
山
研
究
の
人
々
』、
ニ
ラ
イ
社
、

一
九
八
九
年
、
九
―
四
〇
頁
。
大
城
立
裕
、「
風
の
御
主
前
―
小
説
・
岩

崎
卓
爾
伝
」、『
大
城
立
裕
全
集
』
第
七
巻
、
三
―
一
五
三
頁
。

（
45
）　

喜
舎
場
永
珣
、
前
掲
書
、
三
一
八
頁
。

（
46
）　

瀬
名
波
長
宣
、「
岩
崎
卓
爾
翁
の
こ
と
ど
も
」、『
全
集
』
所
収
、
四
二
七

　
　
　

頁
。

（
47
）　

上
勢
頭
亨
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
上
勢
頭
同
子
、「
父
の
思

い
出
―
教
え
を
仰
い
だ
人
た
ち
」、『
沖
縄
文
化
―
沖
縄
文
化
協
会
創
設

四
〇
周
年
記
念
誌
―
』、『
沖
縄
文
化
』
編
集
所
編
、
ロ
マ
ン
書
房
、

一
九
八
九
年
、
所
収
、
七
七
五
―
七
八
〇
頁
。
阿
佐
伊
孫
良
、「
竹
富
島

喜
宝
院
蒐
集
館
文
書
と
上
勢
頭
亨
」、
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
編
、『
竹
富

町
史　

第
一
〇
巻
資
料
編　

近
代
一
』、
所
収
、
一
〇
―
一
八
頁
。
外
間

守
善
、「
上
勢
頭
亨
さ
ん
と
竹
富
島
」、『
沖
縄
学
へ
の
道
』、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
年
、
所
収
、
三
〇
七
―
三
一
一
頁
。

（
48
）　

上
勢
頭
、
前
掲
『
民
話
・
民
俗
篇
』、
ⅹ
ⅰ
頁
。

（
49
）　

阿
佐
伊
孫
良
、
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。
司
馬
遼
太
郎
は
、
竹
富
島
に
上
勢

頭
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
を
前
掲
『
街
道
を
ゆ
く
』
中
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
（
一
四
八
頁
）。

　

上
勢
頭
さ
ん
は
大
き
な
下
駄
を
鳴
ら
し
て
、
陳
列
品
の
あ
ち
こ
ち
を
ま

わ
っ
て
は
、
説
明
し
て
く
れ
た
。
金
属
製
の
道
具
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
な
く
、
ワ
ラ
製
か
木
製
か
竹
製
ば
か
り
だ
っ
た
。
竹
製
の
道
具

の
な
か
で
簡
単
な
打
楽
器
が
あ
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
何
で
す
か
」


